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論文の内容の要旨

（目的）

　非機能性下垂体腺腫（c1i双ica11y　n㎝f㎜ctioni㎎pituitary　adeno㎜a）とは，血清ホルモン値の上昇がなく，ホル

モン過剰による症状を呈さない腺腫であり，下垂体腫瘍の20～30％を占める。しかし，それらの腺腫の電顕所見

として分泌穎粒，粗面小胞体，ゴルジ装置が認められ，免疫組織化学所見では細胞内にホルモンの存在が証明さ

れるものが知られている。また，培養細胞の培養液中のホルモンが確認されるものもある。その多くはg㎝adot一

。opinないしそのsub㎜itであることが報告されているが，詳細は不明な点が多い。

　また，電子顕微鏡所見より非機能性下垂体腺腫は㎝cocyto聡aと㎜11ce1l　adeno肌aに分類されている。しかし，

本邦においては両者の臨床的特徴および免疫組織化学的比較は十分になされていない。本研究では，上記の諸点

について検討した。

（材料と方法）

1．筑波大学附属病院において手術された非機能性下垂体腺腫（66例）について，下垂体前葉ホルモン（成長ホ

ルモン，甲状腺刺激ホルモン，乳汁分泌ホルモン，副腎皮質刺激ホルモン，黄体化ホルモン，卵胞刺激ホルモン）

およびsubunitの免疫組織化学的検討から組織内ホルモン陽性例および陰性例の臨床的並びに内分泌学的比較検

討を行った。

2．電子顕微鏡的検討（12例）による㎝cocyto狐aと㎜11ce11adeno服aの臨床的特徴と免疫組織化学的検討を行っ

た。

（成績と考察）

　非機能性下垂体腺腫66例についての免疫組織化学所見では，40例（61％）がいずれかの下垂体前葉ホルモンま

たはsubunit陽性を示し，その中の27例（67．5％）はg㎝adotropinあるいはそのs曲unitの存在が認められた。

以前の報告でもgo巫adotropin陽性例が他のホルモン陽性例より多く，類似の成績が得られた。また，5例で2

種以上のホルモンまたはsubmitが陽性であったが，その中1例ではすべての下垂体前葉ホルモンおよびsub㎜一

it陽性であった。免疫染色上，ホルモン陽性例と陰性例について，臨床的および内分泌的検討から，すべての症

例で血清ホルモン値の上昇は認められず，臨床的にgonadotropin産生を知ることは困難であったが，gonadotrc一

一325一



pin陽性例では血中FSHとLH基礎値の比が高い場合（≧1．O）に，gonadotropin陽性腺腫の可能性が強く示唆

された。

　超微細構造的研究では，非機能性下垂体腺腫12例申，5例の腺腫細胞に豊富な狐itoch㎝driaが認められ

㎝cccyto㎜aと考えられた。その超微細構造は，通常の㎜itoch㎝driaの形態で著明な数の増加を示すものと，肥大，

膨化した㎜itoch㎝driaを細胞全体に有するものの2種類が存在し，すべての症例でホルモン分泌穎粒が認めら

れた。他の7例はnu11cel1adeno㎜aであった。以上の2群について，発症年令，性別分布，神経学的および神

経放射腺学的検討，内分泌学的検査成績について比較検討し両者間で有意差を認めなかった。しかし，免疫組織

化学的所見から，OnCOCytO㎜aにおいて㎜11Cen　adenO峨aと比較しホルモン陽性例が多いことが示唆された。

審査の結果の要旨

　非機能性下垂体腺腫（c1inica11y　n㎝f㎜cti㎝i㎎pituitary　adeno㎜a）は下垂体腺腫の20～30％を占めるが，ホル

モン産生過剰による所見を欠如するため内分泌学的検討が十分に行われていなかった。本研究は非機能一性下垂体

腺腫66例について，下垂体前葉の各ホルモンとsub㎜itの免疫組織化学的検討から61％にいずれかのホルモンま

たはsub㎜itの存在を認め，その多くがgonadot．opin陽性であることを明らかにした。また，超微細構造から検

討した成績では，4ユ％が㎝cocyto㎜aであり，ホルモン陽性例が多く存在することを認めた。以上の成績は，非

機能性下垂体腺腫においても多くの組織においてホルモン産生能を有することを示した貴重な成績であり，下垂

体腺腫の成因および細胞生物学的見地から重要な知見であることが評価できる。また，臨床的に非機能性下垂体

腺腫の病態解明と診断への応用にも発展することが期待される。

　よって，著者は博士（医学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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